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第１問 次の(1)～(4)の各問いに答えよ。

アイ
(1) ( c≠0 )が成り立つとき， である。＝

ウ

(2) 8 個の数字 1，1，1，2，2，3，4，5 を一列に並べて８桁の整数を作るとき

整数は全部で アイウエ 個作ることができる。

また，両端が同じである整数は オカキ 個作ることができる。

(3) △ＡＢＣにおいて，sinＡ：sinＢ：sinＣ＝２：３：４であるとき

a：b：c＝ ア ： イ ： ウ であるから，

エ

cosＡ＝ である。

オ

(4) 集合Ａ，Ｂは全体集合Ｕの部分集合である。

n(Ｕ)＝50，n(Ａ)＝21，n(Ｂ)＝14，n(Ａ∩Ｂ)＝27であるとき

n(Ａ∪Ｂ)＝ アイ であり，n(Ａ∩Ｂ)＝ ウ である。

２

a
＝
３

b
＝
４

c a３＋b３＋c３

abc
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第２問 a，bを実数とし，xの２次関数 f(x)＝ x2＋(2－ a)x＋ b のグラフをＧとし，点 (－1，4)

はグラフＧ上の点である。

このとき，次の(1)～(3)の各問いに答えよ。

(1) b ＝ ア a ＋ イ である。

(2) ２次不等式 f(x)＞0 が任意の xに成り立つような x の値の範囲は

ウエ ＜ a ＜ オ である。

また，0≦ x≦2 の範囲の任意の x に対して２次不等式 f(x)＞0 が成り立つような

a の値の範囲は

a ＜ カ である。

(3) (1)の場合，２次方程式 f(x)＝0 が 0＜ x ＜2 の範囲に異なる２つの実数解をもつような

aの値の範囲は

クケ

キ ＜ a ＜ である。

コ
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第３問 ＡＢ＝12，ＡＣ＝4 の△ＡＢＣについて，辺ＢＣの上の∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＤとなる点をＤ，辺

ＢＡの延長線上のＡＥ＝4 となる点をＥ，辺ＢＣ上の∠ＣＡＦ＝∠ＥＡＦとなる点をＦとする。

このとき，次の(1)～(3)の各問いに答えよ。

(1)

ＢＤ ＝
ア

ＢＣ， ＢＦ ＝
ウ

ＢＣある。

イ エ

(2) また，∠ＤＡＦ＝ オカ
°
であるから，△ＡＤＦの外接円の中心をＯとすると

ＯＤ ＝
キ

ＢＣである。

ク

(3) さらに，点Ｅが△ＡＤＦの外接円の円周上にあるとき，

ＢＤ・ＢＦ＝ ケコサ となり

ＯＡ＝ シ ス である。
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第４問 一組のトランプからスペード（♠）のＡ，２，３，４，５，６とダイヤ（♦）のＡ，２，３を取

り出して，よく混ぜ合わせたあとで横一列に並べる。

このとき，次の(1)～(3)の各問いに答えよ。

(1)

ア
である。２枚のＡが隣り合う確率は

イ

(2)

ウ
である。ダイヤのＡ，２，３が隣り合う確率は

エオ

(3)

スペードとダイヤのＡどうし，２どうし，３どうしが，どれも隣り合う確率は

カ
である。

キク

(4)

２枚のＡの間にほかのカードが１枚だけある確率は

ケ

である。
コサ


